オンラインでの実習活動における学修成果の可視化  ～「ピアレビュー」を活用した分析～ by 福島 真司 et al.






















































































































































































































































・ピアレビュー 1回目（診断的） ⇒ 2回目（形成的評価） ⇒ 3回目（総括的評価）
（自己評価・他者評価：認知的領域・情意的領域・精神運動的領域）































































































































































































遷移パターン 人数 比率 遷移パターン 人数 比率
上上 23 31.1％ 上上 39 52.7％
上下 16 21.6％ 下上 15 20.3％
上同 13 17.6％ 上下 12 16.2％
下上 8 10.8％ 下下 7 9.5％
同上 6 8.1％ 上同 1 1.4％






























　これを見ると、最も人数の多い遷移パターン「上上」は、基礎学力は4 位、PROGは 3 位と全体























上上 174.9 2.7 2.7 0.9 4.1 3.6 2.8 3.3 3.2 3.4 2.5
上下 163.7 2.6 2.5 0.7 3.3 4.1 2.7 3.4 2.9 4.1 3.6
上同 178.6 3.5 2.6 0.6 3.5 3.8 2.8 2.8 3.5 3.5 2.3
下上 176.6 3.3 2.9 0.8 3.6 4.3 2.8 3.1 3.4 5.3 1.9
全体平均 168.8 2.9 2.7 0.8 3.7 3.9 2.8 3.3 3.2 4.0 3.2















































上上 167.4 2.9 2.7 0.8 3.8 3.9 2.8 3.4 3.1 4.0 3.2
下上 168.0 2.5 2.6 0.5 4.0 3.9 2.5 3.2 3.2 3.5 3.1
上下 170.0 3.0 2.7 0.9 3.8 3.8 2.8 2.9 3.3 3.3 3.0
下下 174.6 3.7 2.6 0.9 2.6 3.9 3.0 3.4 3.3 5.6 2.9
全体平均 168.8 2.9 2.7 0.8 3.7 3.9 2.8 3.3 3.2 4.0 3.2

























近似グループ（-0.5 未満から 0.5 未満） 58 78.4％
乖離グループ（0.5 以上：自己評価低い） 13 17.6％




























近似グループ（-0.5 未満から 0.5 未満） 171.3 3.1 2.7 0.8 3.8 4.0 2.9 3.3 3.2 4.0 3.3
乖離グループ（0.5 以上：自己評価低い） 163.1 2.3 2.5 0.6 3.8 3.6 2.3 3.0 3.1 3.7 2.8
乖離グループ（-0.5 以下：自己評価高い） 147.8 3.3 2.8 1.0 3.3 4.0 3.0 3.7 3.7 4.3 2.5
合計・全体平均 168.8 2.9 2.7 0.8 3.7 3.9 2.8 3.3 3.2 4.0 3.2
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ることにより、ピアレビューの学修成果の可視化への一定の貢献を証明することができたと考える。
今後、本編において、解釈が困難であった事象について、より深い考察を進めると共に、「地域
実習Ⅰ」が、第 4クオーター以降の学修に対して、どのような影響を与えたのかについても考察す
ることで、本研究を発展させる予定である。
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